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いきいき農園
はじめます

　市では、地域でともに支えあい、生きがいをもって健康で
幸せに暮らしていくため、運動・栄養・生きがい・介護予
防などの健康づくりをはじめ、健康寿命を伸ばす
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ための新た
な事業を始めます。そのひとつが今年度からモデル事業と
してスタートする『いきいき農園』です。

遊休農地の
管理に困って
いませんか？

　

こ
れ
は
、
現
在
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
遊
休
農
地
や
、
貸
し

農
園
を
活
用
し
、
農
作
業
に
よ
る
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
、
人
と
人
と
の
交
流
を
図
る
こ

と
で
、
結
果
と
し
て
誰
も
が
健
康
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
既
に
利
用
実
績
の

あ
る
市
民
農
園
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

鹿か

深ふ
か

の
杜も
り

」
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
市
民
農
園
を
今
後
、
市
内
全
域
に
も
拡
大
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
市
内
の
農
家
に
呼
び
か
け
、
市
民

農
園
の
開
設
者
を
増
や
す
と
と
も
に
、
農
地
を
活
用
し
た
い

方
は
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の

営
利
目
的
以
外
で
の
農
作
業
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

＊農作業を通じて健康・触れ合い・さらに…
　自宅から１．２ｋｍほどの距離にある農園には、天気の良い日に
は１５分ほどかけて歩いて来ていますと、笑顔で答えていただい
た西

にし

尾
お

重
しげ

夫
お

さんは現在８７歳。６年前から農園での野菜作りを始
められ、採れた野菜は近所などにも食べてもらっているとのこと
で、人に喜んでもらえることが生きがいになっているそうです。
　同じ水口町在住で３年ほど前から農園を利用されている村

むら

田
た

憲
けん

司
じ

さんは、現在７９歳。西尾さんと同じく、採れた野菜は近所や
孫などに食べてもらっているそうで、野菜作りにはそれぞれの時
期があり、１年間があっという間に過ぎますが、農薬を使わず栽
培する野菜作りが楽しいですとおっしゃっていました。

　お二人とも、農園を通じての触れ合いや、収穫祭などでの子
どもたちと交流する機会を持ち、心が満ちることが、健康を維持
できる秘訣ではないでしょうかと話されていました。また、取材
日には地元のボランティアとして農園の維持管理をされている深

ふか

谷
たに

和
かず

夫
お

さん、農園を運営されているＮＰＯ法人鹿
か

深
ふか

の杜
もり

の曽
そ

我
が

三
み

四
よ

次
じ

さんも一緒に農作業の合間に集まっていただき、ここでの
野菜作りを通じて、いろんな人と触れ合うことが、健康や生き
がいづくりに結びつくなど一石二鳥ではなく何鳥にもなるのでは
ないでしょうかと皆さん笑顔で話されていました。
　身体の健康はもちろんですが、こうした誰かと触れ合う機会を
持つ、また誰かに喜んでもらえる気持ちが心の健康のみではなく、
身体の健康も維持できることにつながるのではないでしょうか。

　

農
園
に
設
置
さ
れ
た
鍬く
わ

や
鋤す
き

な
ど
の
農
具
は
自
由
に
使

え
、
最
近
人
気
が
あ
る
自
家
用
野
菜
を
栽
培
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

ま
た
年
間
を
通
じ
て
利
用
者
に
よ
る
菜
の
花
祭
り
や
田
植

え
、
収
穫
祭
な
ど
も
企
画
さ
れ
、
小
学
生
や
中
学
生
な
ど

と
の
多
世
代
で
の
交
流
も
あ
り
、
普
段
経
験
す
る
こ
と
の
少

な
い
体
験
を
通
じ
て
生
き
が
い
も
見
出
せ
ま
す
。

　

現
在
の
利
用
者
の
年
齢
層
は
50
歳
代
か
ら
90
歳
代
ま
で

と
幅
広
く
、
各
時
期
に
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
大
変
好
評

で
す
。

　

毎
日
を
健
康
に
、
新
た
な
生
き
が
い
を
見
つ
け
に
こ
の
い
き

い
き
農
園
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲�多世代との交流が図れる収穫祭

モデル事業における市民農園の利用イメージ

農地利用者

市内在住の65歳以上
の方には補助あり
【補助金額】
年間 12,000円（１区画）
に対し 5,000円
※ボランティアポイント制度もあり

農園の開設のための
ほ場の整備、獣害防除柵
などの経費に対して
補助あり

市民農園
（農地開設者）

モデル事業での農地利用者を募集します！
〜自分で作った野菜を食べる楽しみを見つ

けに〜

　最近友人が自分で野菜を作って食
べていると聞いたんだけど、自分の
家の庭にはそんな場所がないし…。
　そんな場合は、ここに紹介した「い
きいき農園」をご利用ください。
　農地の利用は個人でもグループで
も構いません。利用者は毎年の収穫
祭にも参加でき、同年代との交流は
もちろん、小中学生たちとの多世代
交流も図ることができ、新たな生き
がいが生まれる可能性もあります。
　利用料は必要ですが、右記のとお
り費用の一部を市が助成しますので
安心です。

モデル事業を行う場所
　住所：�甲賀市水口町山3258番地２ 

（NPO法人 鹿深の杜 農園）
１区画 �年間12,000円（月1,000円） 

※１区画は約25㎡～30㎡

　ここがPOINT！　
　市内在住の65歳以上の方には
年間12,000円の利用料に対し市
から5,000円を補助するため実質
年間7,000円で農作業に従事でき
ます。

　あなたも自分で育てた野菜のおいし
さを味わってみませんか。

長寿福祉課  高齢者支援係　
☎69-2164　Fax 63-4085

問合せ

　市では市民農園として開
設していただく方へほ場の
整備や、獣害防除柵など
の開設費用に対して補助
をしています。
　遊休農地を有効活用す
るためぜひご利用ください。
　詳しくはお問い合わせく
ださい。

農業振興課
農政係
☎69-2192
Fax 63-4592

問合せ

現在、農園を利用されているお二人に

� お話をお聞きしました。

▲�農作業は苦になりませんと話す西尾さん

▲�農作業の合間に集まっていただいた皆さん�  

（左奥が村田さん、手前が西尾さん、�  

右奥が曽我さん、手前が深谷さん）
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